
北九州市立医療センター

がん遺伝子パネル検査で使用する検体について

ご提出いただく検体について 

１ プレパラートの場合

「OncoGuide  NCCオンコパネルシステム」もしくは「FoundationOne® CDxがんゲ
ノムプロファイル」のどちらかの実施となりますので、両方の検査に対応可能な標本作

製をお願いいたします。詳しくは各検査の標本作製マニュアルをご参照ください。

以下①、②をご用意いただければ、どちらの検査にも対応可能です。

① HE染色標本 1枚
   - プレパラートに患者氏名を記載しないでください。
② 未染色スライド 5μm×10枚もしくはそれ以上

   - 加温せずに乾燥してください。
   - プレパラートに患者氏名を記載しないでください。
   - 提出時の検体番号はこちらで記載します。

- 可能であれば、腫瘍部分のマーキングをお願いします。
マーキング部分の腫瘍細胞含有率の記載してください（別用紙で結構です。）。

注）抽出後 DNAの量・品質基準より、検体を再提出していただくことがあります。

【参考】

・OncoGuide  NCCオンコパネルシステム 標本作製マニュアル
http://lifescience.sysmex.co.jp/products/oncoguide/reference/data/data1.pdf

・FoundationOne® CDxがんゲノムプロファイル 標本作製マニュアル
https://chugai-pharm.jp/pr/npr/f1t/test/speci/ 

２ ブロックの場合

① 使用する切片のHE染色標本 1枚
② 上記切片のブロック

※主治医の先生へ※ 

本紙を貴院病理診断担当の先生にお渡しください。 


